
一般会計　歳入 ４５０億５,２８９万円一般会計　歳入 ４５０億５,２８９万円 歳出 ４２７億４２６万円歳出 ４２７億４２６万円
令和６年度の決算令和６年度の決算 を認定を認定

区　分 使　い　道 金額
（千円）

総額に対する割合
(%)

前年度比
(％)

住民１人当たり額
(円)

議 会 費 議会運営等 273,173 0.6 3.6 2,326 

総 務 費 職員や庁舎の管理費、財政、徴税、選挙等 4,473,077 10.5 4.0 38,078 

民 生 費 福祉、高齢者福祉、国民年金、子育て等 20,292,057 47.5 9.9 172,738 

衛 生 費 健康増進、ごみ処理、環境衛生等 3,025,313 7.1 △ 6.6 25,753 

労 働 費 雇用促進、勤労者支援等 62,418 0.2 △ 20.0 531 

農林水産業費 農業、土地改良等 649,662 1.5 12.7 5,530 

商 工 費 商工業、観光振興等 609,928 1.4 7.1 5,192 

土 木 費 道路、公園、区画整理事業等 3,178,156 7.4 △ 3.7 27,054 

消 防 費 火災、風水害等 1,836,306 4.3 6.5 15,632 

教 育 費 学校教育、社会教育、スポーツ振興等 3,967,324 9.3 △ 6.5 33,772 

災害復旧費 災害復旧に係る諸経費 0 0.0 0.0 0 

公 債 費 市債などの返済金 4,336,849 10.2 △ 2.0 36,918 

合　　計 42,704,263 100.0 3.7 363,524 

審議議案審議議案

一般会計決算目的別歳出内訳表

地方交付税
19.2％

地方交付税
19.2％

地方交付税
19.2％

民生費
47.5％
民生費
47.5％
民生費
47.5％

公債費
10.2％
公債費
10.2％
公債費
10.2％

衛生費
7.1％
衛生費
7.1％
衛生費
7.1％

地方消費税
交付金 5.9％
地方消費税
交付金 5.9％
地方消費税
交付金 5.9％

市債 1.1％市債 1.1％市債 1.1％

土木費
7.4％
土木費
7.4％
土木費
7.4％

総務費
10.5％
総務費
10.5％
総務費
10.5％

教育費
9.3％
教育費
9.3％
教育費
9.3％

市税
33.6％
市税
33.6％
市税
33.6％

国庫支出金
18.4％

国庫支出金
18.4％

国庫支出金
18.4％

県支出金
7.5％
県支出金
7.5％
県支出金
7.5％

その他
9.3％
その他
9.3％
その他
9.3％

一般会計歳入

歳入
450億5,289万円

歳出
427億426万円

一般会計歳出

繰越金 5.0％

消防費 4.3％消防費 4.3％消防費 4.3％
その他 3.7％その他 3.7％その他 3.7％

　
９
月
定
例
会
は
、９
月
５
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た「
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）」「
令
和
６
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
２8
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同
意
・
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日

に
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
１
議
案
が
上
程
さ
れ
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
提
出
議
案
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
12
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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インターネット中継　令和７年9～ 10月利用統計（アクセス数）　　◆ライブ中継…2,793件　　◆録画中継…562件

一般会計　歳入 ４５０億５,２８９万円一般会計　歳入 ４５０億５,２８９万円 歳出 ４２７億４２６万円歳出 ４２７億４２６万円
令和６年度の決算令和６年度の決算 を認定を認定

　
財
政
健
全
化
判
断
比
率

　
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
は
、
早
期
健
全
化

基
準
以
内
で
あ
り
、
引
き
続
き
財
政

の
適
正
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
赤
字
で
な
い
場
合「
―
」で
表
示
。

財政健全化判断比率（財政の
早期健全化や再生の必要性を判
断するために定められた指標）

令和６年度 令和５年度

鴻巣市の
比率

県内市町村
平均比率

鴻巣市の
比率

実質赤字比率（一般会計など
の赤字の大きさ） －（11.99） － －
連結実質赤字比率（市全体の
赤字の大きさ） －（16.99） － －
実質公債費比率（借入金など
のその年の返済額の大きさ） 3.7 （25.0） 5.0 4.0

将来負担比率（借入金の残高
など今後支払わなければなら
ない負債の大きさ）

－（350.0） 7.8 4.1

①未来をひらく人材を育て、確かな学びと文化が根付くまちづくり
　地域子育て支援事業	 46,130
　こども家庭センター事業	 20,672
　吹上地域保育園等新設整備事業	 16,093
　未就園児預かり保育試行事業	 18,505
　小・中学校適正規模及び適正配置事業	 2,864
　公共施設予約システム事業	 15,864

④都市機能と豊かな自然が調和した住みよい快適なまちづくり
　道路改修事業	 140,844
　幹線道路等整備事業 	 216,507
　橋りょう維持事業	 40,046
　デマンド交通運行事業	 104,112
　駅施設等維持管理事業	 18,148
　（仮称）北新宿近隣公園整備事業	 14,674

②いきいきと健康で充実した生活を過ごせるまちづくり
　特定健康診査等事業	 88,083
　がん検診事業	 87,961
　老人福祉費庶務事業	 701
　難聴者補聴器購入費助成事業
　　（要援護高齢者等支援事業）	 5,480
　　（難聴児（者）補聴器購入費助成事業）	 548
　生活困窮者自立支援事業	 19,619

⑤にぎわいと活力と魅力を創出できるまちづくり
　商工会補助事業	 39,613
　中小企業者支援事業	 16,916
　空き店舗対策事業	 1,677
　用排水路改修事業	 23,956
　道の駅整備事業	 180,029
　こうのす花まつり開催事業	 15,220

⑥市民協働による一人一人が主役のまちづくり
　人権啓発事業	 1,534
　広報かがやき発行事業	 33,687
　市制施行７０周年記念事業	 3,483
　SDGs推進事業	 9,523
　包括施設管理業務事業　	 510,939
　マイナンバーカード交付事業	 26,359

③安全・安心に暮らせるまちづくり
　家具転倒防止器具等設置促進事業	 199
　交通安全啓発事業	  3,879
　地域防犯体制支援事業	 14,427
　配水管新設及び布設替工事	 687,313 
　吹上第二浄水場防雷設備設置工事	 197,340

金額（千円）

（単位：％）

令和6年度当初予算で注目した主な事業

※（　　）内の数値は早期健全化が必要とされる基準
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決算

ふ
る
さ
と
寄
附
金
等

問
当
初
予
算
と
差
異
が
出
た
要
因
は
。

答
当
初
予
算
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
１

億
４
千
万
円
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
寄
附
金

４
５
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
決
算
額

は
寄
附
金
７
５
９
３
万
４
千
円
、
企
業
版

２
１
０
万
円
、
合
計
７
８
０
３
万
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
要
因
は
返
礼
品
が
物
価

高
騰
等
に
よ
る
全
国
的
な
ニ
ー
ズ
と
合
わ

な
か
っ
た
こ
と
、
企
業
版
は
直
接
寄
附
２

１
０
万
円
と
好
調
だ
っ
た
が
、
マ
ッ
チ
ン

グ
業
務
委
託
を
通
じ
た
寄
附
が
な
か
っ
た

た
め
で
す
。

決算

包
括
施
設
管
理
業
務
事
業

問
委
託
に
関
す
る
課
題
点
は
。

答
課
題
点
は
、
不
具
合
後
に
対
応
す
る
事

後
修
繕
か
ら
、
予
兆
や
耐
用
年
数
を
踏
ま

え
た
予
防
修
繕
へ
の
移
行
を
進
め
る
こ
と

で
す
。

問
委
託
料
は
妥
当
か
。

答
保
守
点
検
や
修
繕
費
を
集
約
し
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
経
費
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
職

員
の
事
務
作
業
削
減

効
果
は
約
７
．
１
人

分
で
す
。
さ
ら
に
業

者
に
よ
る
月
２
回
の

巡
回
点
検
、
緊
急
対

応
、
24
時
間
コ
ー
ル

主
な
審
議
内
容

政
策
総
務
常
任
委
員
会

決算
県
重
点
政
策
連
動
事
業
補
助
金

問
取
組
内
容
は
。

答
本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
で
交
付
を

受
け
、
大
き
く
６
つ
の
取
組
を
実
施
し
ま

し
た
。
①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
会
議
の
開
催
②

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
③
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
、
こ

う
の
と
り
米
ぬ
か
ク
ッ
キ
ー
と
生
分
解
性

樹
脂
タ
ン
ブ
ラ
ー
を
、
市
制
施
行
70
周
年

記
念
式
典
の
記
念
品
と
し
て
配
布
④
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
コ
ウ
ノ
ト

リ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
婚
姻
届
・
出
生
届

の
作
成
⑤
こ
う
の
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト

ナ
ー
宣
言
制
度
の
構
築
⑥
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
イ

ン
ト
制
度
「
ブ
ー
ケ
」
の
構
築
で
す
。

セ
ン
タ
ー
、
月
１
回
の
協
議
会
開
催
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
効
果
は
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

決算

公
債
費
の
経
常
収
支
比
率

問
経
常
収
支
比
率
は
９４
．８
％
で
あ
る
が
、

財
政
硬
直
化
の
軽
減
策
は
。

答
令
和
６
年
度
は
前
年
度
比
０
．７
ポ
イ

ン
ト
改
善
の
９４
．８
％
で
す
が
、
人
件
費

や
扶
助
費
の
増
で
財
政
の
硬
直
化
が
進
む

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。対
応
と
し
て
は
、

根
幹
と
な
る
市
税
の
確
保
や
未
利
用
資
産

の
売
却
、
補
助
金
の
活
用
な
ど
歳
入
確
保

と
、経
常
的
な
経
費
の
抑
制
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
行
政
評
価
に
基

づ
く
事
業
見
直
し
等
で
改
善
に
努
め
ま
す
。

決算

財
産
に
関
す
る
調
書
の
基
金

問
決
算
剰
余
金
の
基
金
積
立
に
運
用
ル
ー

ル
は
あ
る
か
。

答
市
独
自
の
ル
ー
ル
は
設
け
て
い
ま
せ
ん

が
、
近
年
は
当
初
予
算
で
財
調
基
金
繰
入

金
を
10
か
ら
18
億
円
程
度
計
上
し
、
９
月

議
会
で
繰
越
金
の
追
加
分
を
原
資
に
繰
入

金
の
縮
減
や
積
立
へ
切
替
え
る
の
が
通
例

と
な
っ
て
い
ま
す
。
運
用
に
つ
い
て
は
、

確
実
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
「
鴻
巣
市

公
金
管
理
・
運
用
基
準
」
に
則
り
、
債
券

運
用
会
議
に
て
意
思
決
定
の
も
と
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

条例の一部改正

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
の
拡
大

問
条
例
改
正
の
概
要
は
。

答
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
で
自

立
支
援
医
療
を
受
給
す
る
方
の
精
神
通
院

医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
、
定
期

受
診
の
維
持
に
よ
る
再
発
・
重
症
化
の
予

防
を
図
る
も
の
で
す
。
対
象
者
数
は
９
９

５
人
を
見
込
み
、
令
和
８
年
１
月
に
施
行

予
定
で
す
。

補正予算

小
学
校
水
泳
指
導
業
務

委
託
（
債
務
負
担
行
為
）

問
こ
の
債
務
負
担
の
背
景
と
目
的
は
。

答
小
学
校
プ
ー
ル
の
老

朽
化
や
将
来
的
な
維
持

コ
ス
ト
を
踏
ま
え
、
令

和
８
年
度
か
ら
水
泳
実

技
指
導
を
民
間
委
託
へ

移
行
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
業
者
選
定
の
た

め
の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
て
い
ま

す
。

問
委
託
後
の
指
導
時
間
や
回
数
は
。

答
一
回
の
指
導
時
間
は
60
分
程
度
を
想
定

し
て
お
り
、
ま
た
委
託
前
後
で
指
導
時
間

に
大
き
な
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

×
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補正予算

埼
玉
県
産
後
ケ
ア

事
業
補
助
金

問
直
近
の
成
果
と
利
用
者
の
評
価
は
。

答
令
和
６
年
度
に
追
加
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
含
め
、
着
実
に
利
用
が
進
ん
で
い

ま
す
。
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
お
お
む

ね
高
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
予

約
方
法
や
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
要
望

も
あ
る
た
め
、
委
託
事
業
者
と
も
協
議
を

し
な
が
ら
将
来
的
な
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

決算

民
生
児
童
委
員

活
動
支
援
事
業

問
事
業
の
趣
旨
と
主
な
支
出
は
。

答
定
員
２
０
２
名
の
民
生
児
童
委
員
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
民
生
委
員
協
議
会

へ
補
助
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

問
課
題
は
。

答
な
り
手
不
足
は
全
国
共
通
の
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
ま
す
。
広
報
で
特
集
を
組

む
な
ど
活
動
内
容
へ
の
周
知
・
理
解
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

決算

未
就
園
児
預
か
り

試
行
事
業

問
事
業
の
位
置
づ
け
と
財
源
は
。

答
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
試
行
的
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
主
な
経
費

は
業
務
委
託
料
と
な
っ
て
お
り
、
財
源
は

国
の
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

を
充
当
し
て
い
ま
す
。

問
令
和
６
年
度
の
利
用
実
績
は
。

答
年
度
末
時
点
で
登
録
者
数
１
６
０
人
、

の
べ
利
用
者
数
は
５
１
５
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
利
用
時
間
は
日
中
が
主
で
平
均
５

時
間
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
課
題
は
。

答
想
定
よ
り
利
用
者
が
少
な
い
た
め
、
周

知
に
課
題
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
家

の
近
く
に
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
」
と
の
要

望
も
あ
る
の
で
実
施
施
設
の
確
保
も
課
題

と
し
て
把
握
し
て
い
ま
す
。

決算

介
護
認
定
審
査
事
業

問
審
査
会
の
体
制
は
。

答
市
医
師
会
や
介
護
施
設
管
理
者
・
介
護

の
有
資
格
者
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
原

則
週
２
回
開
催
し
要
介
護
度
の
審
査
判
定

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
委
員
報
酬
額
が
減
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
有
効
期
間
な
ど
の
関
係
で
、
介
護
度
の

更
新
を
含
む
申
請
件
数
が
当
初
見
込
み
よ

り
少
な
か
っ
た
た
め
、

審
査
会
開
催
回
数
が
１

４
０
回
か
ら
１
２
６
回

に
減
少
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
委
員
報
酬
が
減

と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

補正予算
市
営
住
宅
施
設
維
持
管
理
事
業

問
施
設
修
繕
料
に
つ
い
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム

の
内
容
は
。

答
床
、
壁
、
天
井
の
仕
上
げ
材
や
ふ
す
ま

の
貼
り
替
え
、
玄
関
鍵
、
洗
面
台
、
換
気

扇
な
ど
の
修
繕
、
ま
た
住
戸
内
全
体
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

補正予算

下
水
道
管
路
施
設

特
別
重
点
調
査
業
務

問
行
田
市
で
起
こ
っ
た
事
故
を
受
け
、
点

検
時
の
安
全
確
認
は
。

答
行
田
市
で
は
、
調
査
対
象
が
汚
水
と
雨

水
の
合
流
管
で
硫
化
水
素
の
発
生
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
回
本
市
で
行
う

調
査
は
、
雨
水
管
で
、
硫
化
水
素
の
発
生

に
対
す
る
危
険
性
は
そ

れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
と

捉
え
て
い
ま
す
が
業
者

と
の
打
合
せ
の
中
で
、

安
全
確
認
に
対
し
て
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

決算

橋
り
ょ
う
維
持
事
業
業

問
事
後
保
全
か
ら
予
防
保
全
へ
の
転
換
を

図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容

と
効
果
は
。

答
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

の
橋
梁
の
損
傷
に
よ
る
劣

化
が
進
行
し
て
か
ら
の
事

後
保
全
で
は
な
く
、
損
傷

が
小
さ
い
う
ち
に
補
修
を
行
う
予
防
保
全

管
理
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
維
持
管

理
の
コ
ス
ト
縮
減
と
予
算
の
平
準
化
が
図

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

決算

北
新
宿
第
二

土
地
区
画
整
理
事
業

問
完
了
予
定
と
令
和
６
年
度
の
進
捗
状
況

は
。

答
完
了
予
定
に
つ
い
て
は
、

令
和
15
年
度
末
の
完
了
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
６
年

度
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
進
捗
を
図
る
た
め
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
道
路
築

造
工
事
３
件
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も

計
画
的
か
つ
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

決算

水
道
事
業

問
管
路
経
年
化
率
が
年
々
上
昇
し
て
い
る

が
対
応
は
。

答
管
路
経
年
化
率
は
、
地
方
公
営
企
業
法

に
定
め
ら
れ
る
管
路
の
法
定
耐
用
年
数
40
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年
を
超
え
る
割
合
で
、
40
年
を
超
え
た
管

路
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
対
応
と
し
て
は
、
40
年
過
ぎ
て
直
ち

に
使
用
不
可
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
60
年

経
過
し
た
管
を
老
朽
化
区
分
と
し
、
60
年

に
至
る
ま
で
に
更
新
し
て
い
く
方
針
で

す
。

決算

公
共
下
水
道
事
業

問
集
中
豪
雨
な
ど
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り

を
踏
ま
え
た
雨
水
整
備
計
画
の
方
針
は
。

答
過
去
の
冠
水
実
績
を
踏
ま
え
令
和
２
年

度
に
作
成
し
た
鴻
巣

市
雨
水
管
理
総
合
計

画
に
基
づ
き
雨
水
対

策
の
優
先
順
位
を
考

え
て
い
ま
す
が
、
最

近
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
対
策
が
さ
ら
に
必
要
に
な
る
場
合
に

は
、計
画
の
見
直
し
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

決算

農
業
集
落
排
水
事
業

問
老
朽
化
施
設
の
更
新
や
維
持
管
理
な
ど

今
後
の
財
政
負
担
の
見
通
し
及
び
対
応
は
。

答
施
設
老
朽
化
で
財
政
負
担
増
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
令
和
２
年
度
に
鴻
巣
市
農
業

集
落
排
水
施
設
最
適
整
備
構
想
を
策
定
し

維
持
管
理
費
用
の
平
準
化
や
補
助
金
活
用

と
計
画
的
対
策
で
負
担
軽
減
に
努
め
ま

す
。

市
民
環
境
常
任
委
員
会

補正予算

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

問
補
助
金
７
４
２
万
１
千
円
の
事
業
採
択

の
内
容
は
。

答
件
数
は
１
件
で
あ
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
１

台
、
う
ね
立
て
マ
ル
チ
１
台
、
タ
マ
ネ
ギ

移
植
機
１
台
、
農
産
物
低
温
貯
蔵
庫
１
台

の
機
械
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。

補正予算

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
費
等
補
助
金

問
補
助
金
の
用
途
は
。

答
マ
イ
ナ
保
険
証
に
係
る
周
知
を
目
的
と

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
印
刷
、
送
付
す
る

こ
と
に
対
す
る
補
助
金
に
な
り
ま
す
。

補正予算

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
庶
務
事
業

問
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の
内
容
は
。

答
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
よ

り
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
の
中
で
規
定
す
る
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
徴
収
対
象
と
す
る
費
用
の
中

に
、
令
和
８
年
度
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
を
含
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

決算

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
使
用
料

問
令
和
６
年
度
の
件
数
は
。

答
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
数
は

３
７
３
団
体
、
利
用
件
数
は
３
千
１
１
４

件
、
利
用
人
数
は
３
万
８
千
６
６
３
人
で

す
。
そ
し
て
、

フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
人
数

は
、
市
民
活
動

団
体
用
ス
ペ
ー

ス
及
び
自
由
に

使
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
合
わ

せ
て
18
万
４
千

５
６
９
人
で

す
。

決算

公
共
交
通
維
持
事
業

問
鴻
巣
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
補
助

金
の
内
容
は
。

答
鴻
巣
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

は
、多
く
の
市
民
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
、

こ
の
公
共
交
通
を
長
く
維
持
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
地
域
公
共
交
通
計
画
を
早
期

に
策
定
し
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
制
度
維
持
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
乗
降
カ
ウ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
利
用
状
況
は
。

答
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
が
、
閲
覧

件
数
は
、
７
年
３
月
31
日
現

在
で
３
万
７
千
９
３
０
件
で

す
。

決算

道
の
駅
整
備
事
業

問
こ
れ
ま
で
買
収
し
た
土
地
の
面
積
と
価

格
は
。

答
令
和
６
年
度
末
時
点
で
、
買
収
し
た
土

地
の
面
積
は
約
２
万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
総
額
は
約
２
億
２
千
万
円
で
す
。

決算

国
民
健
康
保
険
事
業

問
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
状
況
と
、
窓
口

で
の
利
用
率
は
。

答
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
登
録
は
、

令
和
６
年
度
末
時
点
に
お
い
て
被
保
険
者

２
万
１
千
８
７
２
人
の
う
ち
１
万
４
千
５

４
１
人
で
６６
．４８
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、利
用
率
は
、７
年
３
月
診
療
分
で
、

３３
．３８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決算

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

還
付
金

問
保
険
料
還
付
金
の
手
続
き
方
法
は
。

答
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
葬
祭
費
の

支
給
が
あ
り
、
多
く
は
葬
祭
費
の
申
請
時

に
、
相
続
人
の
口
座
に
振
込
む
手
続
き
を

し
て
い
ま
す
。
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